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1. はじめに 

近年，ChatGPT などの大規模言語モデル(LLM)が広く注

目されている．これらのモデルは高度な自然言語生成能力

を持っており，一対一の対話環境で非常に有用である．し

かし，これらのモデルを多人数対話へ応用することを試み

た研究はいまだ多くない．我々は LLM をチャットボット

として組み込むことで，グループチャット内の参加者が必

要とするタイミングで情報を提供したり，提案や推薦を行

ったりすることを目指す．適切なタイミングで情報が提供

されることで，合意形成に役立つことが期待できる．本稿

では特にユーザが困っている状況，すなわち情報を必要と

しているか否かを判定し，情報推薦のタイミングを決定す

る手法に焦点を当てた． 

2. 先行研究 

木下氏の研究[1]ではウェブ上の議論における情報不均等

性を考察し，発言しやすい情報を自動的に提供するエージ

ェントを開発した．しかし，その研究では情報提示のタイ

ミングについては検討されていなかった．我々の研究では，

その点に焦点を当てている．さらに，我々のテキストベー

スの評価方法とは異なり，多人数対話において音声やユー

ザの挙動からロボットの応答義務を判断する手法を提案し

ている研究[2]がある．その研究ではユーザの動作，音の認

識結果，顔の向きなどを特徴として利用している． 

3. 提案手法と実験 

3.1 提案手法 

3.1.1 システムの試作 

本研究では，情報支援・合意形成のために，ユーザが情

報を必要としているか否かを判定するシステムを作成した．

このシステムは，OpenAI の GPT-3.5-turbo モデルを基盤と

し，ユーザの各発言に対し，情報提供の必要性を 0~9の 10

段階で評価し，その値と評価の理由を出力するものとなっ

ている．評価の際は，過去の発言の評価の値と評価理由を

参照するようになっている．また，このシステムは Python

で実装をした． 

3.1.2 プロンプトと工夫点 

GPT モデルの出力結果はプロンプトの設定が大きく影響

される．そのため，GPT モデルの評価能力を向上させるた

めに，詳細なプロンプトの設定に特に注意を払った．図 1

は今回作成したシステムに与えたプロンプトである．その

うち，特に重要だと考える点を以降説明していく． 

†名古屋工業大学 Nagoya Institute of Technology 

 

図 1プロンプト 
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プロンプトは，モデルの役割を明示的に示すことから始

めた．これにより，GPT モデルが果たすべき役割を明瞭に

した． 

次に，ユーザがどれくらい情報を必要としているかを数

値で表す，「情報の必要度」に関しての定義を行った．こ

のように具体的に定義な定義を与えることにより，GPT モ

デルによる評価の性能の向上を試みた． 

また，具体的な会話の例を用いて評価方法を示した．こ

の際，GPT モデルには，評価だけでなく，そのような評価

に至った理由も同時に出力させることにした．これにより，

評価が一貫性を保ったものとなるようにした． 

3.2 実験 

3.2.1 LINEを用いての実装 

今回作成したシステムを LINE に組み込むことで，ユー

ザの会話にリアルタイムで対応して情報の必要性を判定す

ることを可能にした． 

3.2.2 システムメッセージ 

GPT モデルの使用において，毎度同じ形式で出力結果を

得ることが重要な課題であった．そこで，本研究では各会

話の開始時にシステムメッセージを設定し，モデルに対し

て出力形式を指示することで，出力の安定化を図った．具

体的なシステムメッセージは以下の通りである． 

 

会話例の最後の発言に対して，必ず発言者名，発言，評価

値，評価の理由をすべて出力してください． 

 

この設定により，このシステムは指定した形式に沿った

出力を安定して生成することが可能となった． 

3.2.3 実験方法 

LINE にて 2 人以上のグループを作り，その中に今回作

成したシステムを追加し，ユーザに何らかの会話を行って

もらった．その会話のユーザの発言 1 つ 1 つを今回作成し

たシステムにより，情報の必要度を評価させた．ユーザに

は 3.1.2 プロンプトと工夫点にて説明した「情報の必要度」

の定義を示し，会話終了後に各自，自分の発言に対してそ

の発言時にどれくらい情報を必要としていたかを考え，

「情報の必要度」を 0~9 の 10 段階で評価してもらうよう

にした． 

4. 結果と考察 

50 個の発言に対して作成したシステムによる評価と，ユ

ーザによる評価からピアソン相関係数を求めた結果，

+0.44 となった．これにより，中程度の正の相関があるこ

とがわかった．また，p 値が 0.014 となったことから，こ

の結果は統計的に有意と考えることができる．しかし，平

均二乗誤差は 6.4 となり，システムの評価はユーザの評価

から大きく離れていることがわかるため，システムの評価

の精度が低いといえる． 

また，システムによる評価とユーザによる評価の関係を

視覚的に表現するために散布図を作成した（図 2）．この

図はデータ重複による視認性の低下を防ぐため，各データ

に平均 0，標準偏差 0.05 の正規分布に従う乱数を追加した

うえで作成した．この図からは，システムの評価がユーザ

の評価と一定の関係性を持っていることが観察できる．た

だし，一部のデータ点においては，システムとユーザとの

間で大きな誤差が存在していることも確認できる．このこ

とは，平均二乗誤差の値が比較的高い理由を示していると

言える． 

 

5. まとめと今後の課題 

本研究では，ユーザが情報を必要としているか否かを判

定するシステムを作成し，その評価をユーザの評価と比較

することでシステムの有効性を評価した．平均二乗誤差の

値から，システムによる評価とユーザによる評価との間で

大きな誤差が存在していることがわかった．一方で，ピア

ソン相関係数の値より一定の正の相関があることがわかっ

たため，提案した手法が一定の効果を示していることも確

認できた． 

今後の課題としては，プロンプトの改善が挙げられる．

具体的な会話例を増やすことで，システムの理解と評価の

精度を上げることが期待できる．また，評価基準を見直し，

より明確で一貫性のある評価が可能となるような基準を設

定することも検討している． 

さらに，システムが適切に評価を行えるようになった後

は，その評価を活用してチャットボットが実際に発言する

機能の追加を計画している．例えば，システムの評価が一

定の値を超えた場合，ユーザが情報を強く必要としている

と判断し，チャットボットが適切な情報を提供するなどの

動作を行えるようにする．このようにすることで，多人数

対話において LLM を用いたチャットボットを合意形成に

役立てることが可能になるだろう． 
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図 2システムの評価とユーザの評価の散布図 
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